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新型コロナウイルス感染症に関する対応延長について(お知らせ) 

 

長雨の候、皆様にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

日頃は当法人の各事業所の福祉サービスをご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

さて、鹿児島市で発生したショーパブでのクラスターによる感染が拡大し、7月1日以降の感染状況

は別紙のとおりとなっています。 

 法人の福祉サービスのご利用につきまして、7月4日(土)～7月18日(土)の15日の間、面会、外泊、

入所施設(グループホーム含む)からの通所施設への通所を控えていただいておりました。 

別紙の通り、鹿児島の感染状況は減少傾向にはありますが、このまま減少傾向が続くのか、市中感染

拡大となるのか見通せない状況にあります。 

これらのことから、7 月 19 日以降につきまして、下記の通り対応いたしますのでご理解いただきま

すとともにご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

■フェーズ２での延長期間:令和2年7月19日(日)～7月31日(金)(13日間) 

 

■フェーズ２での対応内容: 

①期間中の外泊、面会を控えていただきます。 

②期間中の短期入所のご利用を控えていただきます。 

(ご事情については各事業所にご相談ください) 

③期間中の法人内の事業所をまたいだ通所をお控えいただきます。 

(グループホームからの通所も含みます) 

④ご自宅からの通所事業のご利用は従前の通り、ご利用いただけます。 

 

 

 

※鹿児島市の感染状況によっては、改めて8月以降の対応はご連絡をいたします。 

※詳細につきましては、ご利用事業所へお問い合わせください。 



鹿児島県における感染状況(R2.7.14 現在)                          別紙 

陽性者数                PCR 検査実施数              相談件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※クラスターに伴う感 染者は減少傾向にあ

りますが、クラスター からの二次、三次感

染や感染経路不明の感染も見られており、市中感染拡大も懸念されます。 

日付 人数 

7/1 1 

7/2 9 

7/3 29 

7/4 35 

7/5 13 

7/6 12 

7/7 8 

7/8 3 

7/9 2 

7/10 8 

7/11 5 

7/12 8 

7/13 5 

7/14  

計 138 

累計 150 

日付 人数 

7/1 66 

7/2 130 

7/3 556 

7/4 668 

7/5 682 

7/6 1,108 

7/7 1,546 

7/8 964 

7/9 781 

7/10 647 

7/11  

7/12  

7/13  

7/14  

計 7,148 

累計 23,906 

日付 人数 

7/1 17 

7/2 26 

7/3 130 

7/4 409 

7/5 533 

7/6 511 

7/7 604 

7/8 788 

7/9 419 

7/10 464 

7/11 342 

7/12 95 

7/13  

7/14  

計 4,338 

累計 6,949 

121 人感染の北総育成園ルポ 病院化を迫られた福祉施設 
 3/28 に国内最大規模の 121 人の新型コロナウイルス集団感染が発生した千葉県東庄町の障

害者入所支援施設「北総育成園」。5/14に入所者全員の陰性が確認されるまで、官民連携で設

置された対策本部が、全国で初めて施設を“病院化”して支援を行った。「施設機能の維持」

「応援者の感染防止」を柱にした1 カ月半の支援を振り返る。集団感染は、3/27 に PCR 検査

で陽性だった職員の感染経路が不明のため、香取保健所が入所者と職員全員の検査を実施した

ことで判明した。当時は検査受診に厳しい基準がある中で、香取保健所の英断だった。 

 入所者26人、職員31人が陽性の情報は、すぐに育成園、さざんか会、県、船橋市、東庄町

などに伝えられ、育成園には翌28 日から国のクラスター対策班の医師と看護師、香取保健所

の保健師が入り、検査や治療を開始。感染者と被感染者の区分けや、環境が変わってパニック

を起こすなど入所者の状況調査も行われた。 

 施設内でのケアを選んだのは入所者の状況調査の結果から環境変化に敏感な人が多いこと、

病院で付添いが困難なこと、居室が個室で区分けさえすれば感染拡大は防げると考えたから

だ。 

感染者と非感染者の区分けを見直した。入所者が生活する赤ゾーン、濃厚接触者の職員と交

差する黄ゾーン、本部職員がいる緑ゾーンに分け、各ゾーンは床にテープを貼って周知した。

赤ゾーンは施設全体の約9割を占めた。 



※千葉で発生した障害者支援施設の対応記事の一部を添付します。記事では、その後の支援状況も克明に記

されていますが、この状況は何としても防がなければなりません。 



令和 2年 6月 16 日 

新型コロナウイルス感染症発生時の対応マニュアルの解釈について 

社会福祉法人青鳥会      

新型コロナウイルス対策委員会 

 

新型コロナウイルス感染者の鹿児島県内 11 例目が鹿児島市で発生し、法人の「新型コロナウイル

ス感染発生時対応マニュアルに沿った対応を各事業所検討・対応されていますが、マニュアルの解釈

によって対応を苦慮されている状況です。 

マニュアルの解釈について以下のように整理しました。参考にしてください。 

 
 

マニュアル表中の、 

○【フェーズ 1】は、県内の発生地域(鹿児島県発表)によって、①利用者の活動域であるか②職員の

通勤圏であるか等の条件を考慮した、法人各事業所に大きく影響があるかの判断が必要になります。

そのうえで【フェーズ 1 】を発します。 

○【フェーズ 2】の「市中感染」とは、「鹿児島市内で 1件発生した場合」ではなく、感染経路不明

等の「市中で感染が広がっている状況」を指します。①利用者の活動域であるか②職員の通勤圏であ

るか等の条件を考慮した、法人各事業所に大きく影響があるかの判断が必要になります。そのうえで

【フェーズ 2 】を発します。 

○人数や件数での指針も探りましたが、判断の基準が実態とそぐわないことも考慮し、以上の判断と

します。 

○その他のいただいたご意見をもとに改訂版を作成し、発出します。 

 


